
資料２ 

来年度の検討体制（素案） 

 

 

１．JIS A 3301 改正原案作成 

検討主体・・・一般社団法人日本建築学会 

常置調査研究委員会である構造委員会木質構造運営委員会の下に設置され

る大規模木質構造小委員会を予定 

委員構成・・・従来の小委員会委員に以下の委員・オブザーバーを加える予定 

・建築計画に関する有識者（下記の技術的資料作成の委員） 

            ・文部科学省、国土交通省、経済産業省及び林野庁の関係省庁他 

 

２．技術的資料作成 

検討主体・・・文部科学省 

委員構成・・・現検討会の委員・オブザーバーを基本 

（人事異動等による委員変更・追加等が有り得る） 

        なお、WG 委員には設計実務者を追加することも検討中 

 

 

《参考》今後のスケジュール（案） 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降 

    

 

検討会 

 

 

 

JIS 改正原案作成 

※ JIS 改正の原案を作成 

※ 日本建築学会 

 

 

 

技術的資料作成 

※ 木造校舎の計画・設計に

関する資料 

※ JIS を用いた設計例等を掲

載予定 

※ 文部科学省 

 

 

JISC 審査 

※ 原案を JISC（日本

工業標準調査会）

において審査 

※ 審査期間：１年程

度 

 

取りまとめ 

 

 答申   制定 

※ JISC 答申後、主

務大臣（文科大

臣）がJISを制定

（官報公示） 

 

 

       発刊 

※ JISC 審査時指

摘事項を反映し

完成 

 

 

連携 


